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205101

陳 ,述 書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

試験の表題 2,6‐ジー‘2“-ブチル 4‐sec‐ブチルフェノール (被験物質番号 K‐1760) の

微生物による分解度試験

試験番号 205101

上記試験は以下のGLPに従って実施したものです。

(1)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」 (平成15年

11月21日、薬食発第 1121003号、平成 15・11・17製局第3号、環保企発第031121004号)

に規定する「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準」
　
　

(2) ,「OECDPi 血ciplesofG0一 輪同 mtoけ P1acdce」個 ovember26,1997-)

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であること

を確認しています。

製 Dる 年 ュ月 /テ日

試 験 責 任 者
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信頼性保証書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

試験の表題 .2,6‐ジーrerf‐プチルー4 に -ブチルフェノール (被験物質番号 K‐1760) の
微生物による分解度試験

試験番号 205101

本最終報告書は、試験の方法、.手順が正確に記載され、試験結果は生デ」夕を正確に
反映していることを保証します。
なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告
しました。

監査又は査察内容 監査又は査察日 報告日
(試験責任者及び運営管理者)

試験計画書草案 2005 年 8 月 3 日 2005 年 8 月 3 日
2005 年 8 月 3 日 2005 年 8'月 3 日

讃醗計画書房変更 2005 年 9 月 1 日 , 2005 年 9 月 1 日
2005年 11月 15 日 2005 年 11 月 15 日
2005 年 8 月 4 日 2005 年 8 月 4 日
2005 年 8 月 18 日 2005 年 8 月 22 日

培養終〒時 2005 年 9 月 1 日 、 2005 年 9 月 1 日
2005 年 9 月 1 日 2005 年 ,9 月 ,6 日

2005 年 9 月 2 日 2005 年 9 月 6 日
2005.年 11 月 15 日 2005 年 .11月 15 日

生デニダヤ最終報善書草案 2006‐年 2 月 11 日 2006 年 2 月 13 日
2006 年 2 月 14 日

.・..-.・‐・..・・.-.・・・..・..・・.・・.・..・..・..●.・t,.・..-.・..・.,.‐

2006 年 2 月 14 日

信頼性保証部門責任者
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試験日程

試 験 開 始 日 2005年‐8月 3 日

実 験 開 始 日 2005年 8月 4 日
実 験 終 了 日 2005年 9月 1 日

試 験 終 .了 日 2006 年 2 月 14 日

試資料の保管

(1)被験物質 ‐

被験物質を保管用容器に入れ密栓後、品質低下を起こさないで安定に保存しう
る期間、久留米事業所試料保管室に保管する。

(2)生データ、資料等

生データ、試験計画書、試験委託書、その他必要な資料等は最終報告書と共に、
試験委託者から通知を受けるまでの期間、久留米事業所資料保管室に保管する。

試験関係者

試 験 責 任 者
、

所属 試験第一課

試 験 担 当 者
(分解度試験の実施)

活性汚泥管理責任者

最終報告書の承認
ュo巧 年 ュ月 /チ 日ー試 験 責 任 者
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1.被 験物質

本報告書においてK‐1760は、次の名称等を有するものとする。

1.1 名 称 2,6‐ジーrのr-ブチル‐4‐sec‐ブチル フェノール

1.2 構造式等

構造式

分子式 C18跡 oo,

分子量 262.43

CAS 番号 17540‐75‐9

1.3 入手先、商品名及びロット番号◆2 、

(1)入 手 先 , ‐

　　　　　 　
14 純 度 '2 , ' .

(1)被 験 物 質 96.4% (GASLIQtnODC 田にOMAT( 船 RAPITY)

.(2)不 純 物 残り3.6%は不明

被験物質は純度lm% として取り扱った。

*2 入手先添付資料による。
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StudyNo. 205101 (TestitemK ‐1760 )

Cul鐘valingconditions:

Concen 官ation

Testitem ……………………………………………………… 100(mg/7L)

Re 危 rence item( 山国line) ……………… .………… …… .. 100(mg ル )

AC 誼vatedsludge- … ………… "… ,.…… "" ……………… , 3〇 (mg/ コL)

Te1mperamre .......".・.".. … ....,.......・..." … .".". “““..,..,....25 ± 1 ℃

Dmmion ………………………二………………………ふ……… ..28 山 lys(Aug.4,2005-SeP.1,2005)

NOI 膨: -

Vessel

No.
SampleDescliption

BOD(mg)
7thday 141山day 21stday 28魚 day

[1] . WZater十 testitem 0.0 0.0 0.0 0.0

【2] S1udge 十 testi記m 1.6 3.2 4.5 5.3

[3] S1udge 十 testitem ‐ 1,7 3.3 4.6 ,5.3

[4]′ S1udge 十 testitem 1,6 3.2 4.6 5.5

[5] Conせ0lbl鋤 k[B] 0.8 2.7 5.5 ,・6.6

」 [6] S1udge+ …miline . 52.I 61.8 66.7 68.9
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